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● OKIグループ「社会・環境レポート」は、OKIグループが果たすCSR
（企業の社会的責任）をステークホルダーの皆様にわかりやすくお
伝えし、ご理解をいただくことを目的に、社会的な取り組みと環境へ
の取り組み、およびそれらの成果をまとめて発行しています。

● OKIは2009年6月、1999年より発行してきた「環境報告書」、およ
び、社会的な取り組みを中心に2005年より発行してきた「社会的責
任レポート」の2つの年次報告書を統合し、「社会・環境レポート」とし
て発行しました。2010年度の活動報告にあたってもこの形式を踏
襲しつつ、方針や体制、詳細情報などはウェブサイトでの掲載を中
心とすることで、OKIグループの社会・環境両面の取り組みをよりコ
ンパクトにわかりやすくお伝えするよう努めています。

　
● 本レポートでは、ステークホルダーの皆様や社会の関心が高く、か

つOKIグループにとって重要な課題を5つ抽出し、「OKIグループの
CSRのかたち」として取り上げました。また、OKIグループが現在重
点的に推進している７つの領域についても、2010年度の活動成果
を中心にご報告しています。なお、巻末には「詳細編」を設け、環境
活動にかかわるパフォーマンスデータなどをわかりやすくまとめま
した。各活動領域における方針や体制、詳細情報などは、ウェブサイ
トでご覧いただけます。（ウェブサイト掲載情報は、p19にまとめて
ご紹介しています。）

会社概要

商号 	 沖電気工業株式会社
英文社名	 Oki Electric Industry Co., Ltd.
創業 	 1881年（明治14年）1月
設立	 1949年（昭和24年）11月1日
資本金	 44,000百万円
従業員数	 16,697名（連結）、3,103名（単独）※2011年3月31日現在

本社	 〒105-8460 東京都港区虎ノ門1-7-12
	 TEL 03-3501-3111（代表）
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参照ガイドライン
GRI 「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第3版」
環境省「環境報告ガイドライン2007年版」
環境省「環境会計ガイドライン2005年版」
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OKIグループにとっての重要性

OKIグループの
CSRのかたち

● コーポレート・ガバナンス
● 重点活動領域
  （2010年度活動成果）

［ 冊子掲載情報 ］

［ ウェブサイト掲載情報 ］
● 重点活動領域（方針・体制など関連情報）

《 ステークホルダーの関心事 》
● GRIやISO26000における議論
● EICC、GeSI、JEITAなど業界にお
けるイニシアティブ

● 昨年発行した社会・環境レポート
へのご意見

● 社員意識調査などのステークホ
ルダーの声 など

《 OKIグループにとっての重要性 》
● 企業理念
● OKIグループ企業行動憲章・OKI
グループ行動規範

● OKIグループ環境方針
● 国連グローバル・コンパクト
● CSR重点活動領域
● リスクマネジメントの状況 など

GRI（ Global Reporting Initiative）： 全世界に共通の持続可能性報告ガイドラインの策定と普及をめざす国際的なNGO。
ISO26000（ International Organization for Standardization 26000）： 組織の社会的責任ガイダンス規格〈2010年11月発行〉。
EICC（ Electronic Industry Citizenship Coalition）： 電子業界のCSRアライアンス。サプライチェーンにおける行動規範を制定。
GeSI（ The Global e-Sustainability Initiative）： 情報通信業界のパートナーシップ。サプライチェーンのCSRマネジメントについてEICCと協働。

編集方針

メカトロニクスや情報通信などのコア技術を活か
し、ソリューション＆サービス、通信システム、社会
システム、メカトロシステムの各事業を展開

情報通信システム

LED技術の特長を活かし、ビジネスユースに特化
した各種プリンタをワールドワイドに提供

プリンタ

グループ内で培った高度な設計・生産技術を
ベースにしたEMS（Electronics Manufacturing
Service)事業などを展開

EMS・その他

概要

事業セグメント
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2010年度市場別
売上構成（連結）

2010年度事業セグメント別
売上構成（連結）
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7.2％

その他
3.7％

情報通信
システム
60.3％

プリンタ
28.9％

C O N T E N T S

〈 期間 〉 �2010年度（2010年4月1日～2011年3月31日）を対象としてい
ますが、これ以前の事実やこれ以降の方針・計画などについても
一部記載しています。

〈 組織 〉 �沖電気工業株式会社および国内・海外の子会社、関連会社。環境
データについては、下表を対象範囲としています。

対象範囲

OKI
(国内)

本社地区、芝浦地区、本庄地区、高崎地区、富岡地区、沼津地区、
蕨地区、関西研究所、北海道支社、東北支社、中部支社、関西支社、
中国支社、四国支社、九州支社

グループ企業
（国内）

OKIデータ福島地区、OKIプリンテッドサーキット、長野OKI、
静岡OKI、OKIセンサデバイス、OKIマイクロ技研、OKIデジタル
イメージング、OKIテクノパワーシステムズ、OKIメタルテック、
OKIエンジニアリング、OKIプロサーブ、OKIカスタマアドテック、
OKIコミュニケーションシステムズ、オー・エフ・ネットワークス

グループ企業
（海外）

OKI(UK) 、OKI Data Manufacturing(Thailand) 、
OKI Telecommunications Technology (Changzhou) 、
OKI Electric Industry (Shenzhen) 、OKI Precision (Thailand) 、
OKI Electric Technology (Kunshan) 、DongGuan TangXia 
OKI Micro Engineering Factory

〈 社名および組織名の記載について 〉
沖電気工業株式会社は、グローバルに認知される成長企業をめざし、通称を
OKIとします。本冊子では沖電気工業株式会社を「OKI」、子会社・関連会社を
含むOKIグループを「OKIグループ」と表記しています。また本文中の組織名
などは、原則として2011年4月時点のものを記載しています。

本レポートには、OKIグループの過去および現在の事実だけでなく、将来の予測や計画・
目標なども記載しています。これらは記載時点で入手できた情報に基づく仮定や判断で
あり、将来的に生じる事象や事業活動の結果などが本レポートの記載事項と異なる可能性
があります。読者の皆様にはこの旨ご了解くださいますようお願い申し上げます。

将来の予測・計画・目標について
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